
八
尾
正
調
河
内
音
頭
踊
り 

世
界

一
挑
戦
バ
ー
ジ
ョ
ン 

   

梅
に
ウ
グ
イ
ス
、
ホ
ト
ト
ギ
ス
鳴
く
声
耳
に
山
桜 

レ
ン
ゲ
、
菜
種
に
蝶
の
舞 

古
木
の
中
に
松
セ
ミ
や
、
日
暮
ら
し
セ
ミ
の
鳴
く
音
色 

松
虫
、
鈴
虫
、
ク
ツ
ワ
ム
シ
雅
楽 

奏
で
る
萩
の
菊 

氷
の
花
の
咲
く
枝
が
風
に
ふ
か
れ
り
ゃ
銀
の
鈴 

 

南
朝
悲
劇
の
戦
略
家 

大
楠
公
が
今
世
に
伝
え
、 

伝
え
し
忠
考
の 

道
は
険
し
き
金
剛
山
よ
生
駒
、
信
貴
山
、
二
上
山 

西
手 

ふ
も
と
の
村
々
に
続
く
は
河
内
の
大
平
野 

あ
あ
王
朝
の
心
あ
る 

民
謡
で
名
高
い 

八
尾
の
里 

 

信
貴
山
、
生
駒
や
二
上
山
、
高
安
山
に
抱
か
れ
た 

山
の
緑
と
大
和
川 

自
然
と
史
跡
の
八
尾
の
街 

人
が
好
き
好
き
八
尾
が
好
き 

あ
っ
た
か
ふ
る
さ
と 

ほ
ほ
え
み
の
街 

み
ん
な
の
心
を
な
ご
ま
せ
る 

や
さ
し
い
笑
顔
に
出
会
え
る
街
や 

 

八
尾
の
未
来
は
輝
い
て
、
人
間
尊
重 

愛
の
街 

緑
あ
ふ
れ
る 

自
然
の
街
で 

み
ん
な
が
安
心
で
き
る
街 

個
性 

豊
か
な
文
化
の
町
へ 

一
度
は
お
い
で
よ 

ま
た
お
い
で 

住
め
ば
都
や 

安
ら
ぐ
街
や 

 

河
内
の
真
ん
中
八
尾
の
街 

歴
史
と
文
化
を
誇
る
街 

お
互
い
さ
ま
の
、
精
神
で 

誰
も
が
、
安
全
、
安
心
で 

小
さ
な
不
幸
も
見
逃
さ
ぬ 

八
尾
の
未
来
を
創
る
た
め 

他
人

（ひ
と
）
を
思
う 

や
さ
し
さ
持

っ
て 

よ
り
良
い
備
え
で
、
よ
り
良
い
街
に 

心
一
つ
で
、
築
き
ま
す 

本
当
に
八
尾
市
は
、
良
い
街
や 


